
番号 質問事項 回答事項

1 企画書の任意様式10枚に、表紙は１ページとして含まれるか。
表紙については必須ではありませんので、表紙を除いて10枚以内で作成して下さ

い。

2
サンプル資料について、行動の変化などの結果を示すデータや調査を行なってい

ない場合、提出物として認められないか。

意識や行動の変化などの結果を示すデータや調査を行っていなくても、過去５年

の間に作成したサンプル資料であれば提出物として認められます。

3

制作した介入資材は今年度の現地検討会等で使用をするのか。その場合、契約期

限である2023年10月31日以降の活用を予定する認識でいいか。（介入資材の納品

スケジュールに影響するか確認したい。）

制作した介入資材は今年度の現地検討会等で使用を予定しています。契約期限で

ある令和５年10月31日以降の活用を予定しており、介入資材の納入は令和５年10

月31日までにお願いします。

4

現地検討会等の招集ターゲットは、既にシカ捕獲を生業の一つとするものを想定

してよいか。それとも林業事業者など他事業を行うものを招集することを想定し

ているか。

現地検討会等の参加者については、既にシカ捕獲を生業の一つとする者を対象に

することを想定していますが、林業事業者など他事業を行う者も招集することを

想定しています。

5
提案に際して、介入資材案作成のために、小林式誘引捕獲法に関連する画像デー

タを提供いただくことは可能か。

近畿中国森林管理局ホームページの下記のページに小林式誘引捕獲法に関連する

画像データ等が掲載されていることから、それらをご参照下さい。

https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/policy/business/sodateyou/attach/kobayas

hisiki.html

https://www.rinya.maff.go.jp/kinki/policy/business/sodateyou/attach/pdf/171

225-60.pdf

6
具体的なターゲット設定があれば伺いたい。（初心者に普及させたい、他ツール

を使って捕獲を行う熟練者に対して行動変容を期待する、など）

「令和４年度効率的なシカ捕獲方法の普及に向けた意識調査アンケート業務」の

結果等を踏まえて、小林式誘引捕獲法普及のボトルネックとなる事項を特定した

上で、具体的なターゲットを設定して下さい。

7
現地検討会のおおよその実施例を伺いたい。過去の開催例やプログラムがあれば

教えてください。

過去の現地検討会について、参加者は猟友会、県や市町村、林業事業者、森林組

合等で、座学１時間、実習１時間で実施しています。

8
サンプル資料が過去５年の間に作成したものであることを証明する、契約書の写

し等の資料の提出は必要か。

提出いただくサンプル資料について、いつ何のために作成したものか確認できる

よう、それらが分かる資料の添付等をお願いします。企画書（企画競争応募要領

５（３）①の項目）に記載いただいても構いません。

質問回答事項

件名：令和５年度国土保全のためのシカ捕獲事業（効率的なシカ捕獲方法の普及に向けたナッジ手法の開発）




